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■ ＜理事長のあいさつ＞ 
本年も３月に入り、寒さの中にも春の気配を感じる頃となりましたが、新春の「会報」の発行に   

あたり一言ご挨拶を申し上げます。 
 全世界で猛威をふるう新型コロナウイルスは幾種もの変異株に移行し、本年で３年目に突入   

しました。新年に入りオミクロン株の感染が急拡大する中、開催を予定しておりました「防災関係建設

技術研修会」は、昨年に引き続き感染拡大防止の観点から残念ながら中止とさせていただきました。 

聴講を予定されていた皆様ならびに講演の準備をしていただいた講師の皆様には、ご迷惑をおかけ 

することとなり深くお詫び申し上げます。 
今回予定していました演題は、「令和元年 10 月 25 日の大雨」と命名された豪雨により大規模氾濫が

生じた一宮川水系の流域治水について、同じくこの豪雨により県内各所で人的被害が発生した土砂 

災害の防止に向けた取り組みについて、そして老朽化が進行する橋梁やトンネル等の点検や修繕に 

関する県管理道路の長寿命化についての３題でした。何れの演題も災害から県民を守る「防災県」千葉

の確立に向けての重要な施策の一つであると認識しております。 
さて、近年の災害を改めて見てみますと、平成 28 年熊本地震、平成 29 年 7 月九州北部豪雨、    

同 30 年７月豪雨、大阪府北部地震、北海道胆振東部地震、令和元年の房総半島台風、東日本台風、  

10 月 25 日の大雨、そして昨年は 7 月、8 月の集中豪雨、福島沖を震源とする地震など、毎年のように

多くの犠牲者を伴う自然災害が発生しています。 
本年に入り 1 月 15 日には南太平洋のトンガ諸島で海底火山の大規模噴火があり、約 8000 ㎞離れた

日本沿岸では、通常の「海中を伝わる津波」より 2 時間も早く 1 メートルを超える高さの潮位変化が

観測されました。気象庁は急遽、津波警報・注意報を発表しましたが、今回の津波は激しい噴火に伴う

気圧の変化で生じる「空振」が原因ではないかと指摘されています。 
 私どもの活動の一つである出前授業「語り継ぐ災害 地震津波災害」では、東日本大震災の教訓から

「海辺では 揺れたらすぐに 高台へ」、「揺れずとも 津波警報 即逃げろ」という津波に対する心構え

を子供たちに唱和してもらっています。今般、「揺れを伴わない気象津波」が現実に起こりましたが、

これも教訓の一つとして高まる自然災害に備えたいものです。 

 今年は昭和 37 年に迎えて以来の 壬 寅
みずのえとら

の年   

だそうです。壬寅は「陽気を孕み、春の胎動を助く」

と云われる通り、今年こそ「厳しく辛い冬が終わり、

生命力に溢れた温かい春が来る年」であってほしい

ものです。 
 ＮＰＯ防災千葉といたしましても引き続き「災害

に強い県土づくり、地域づくり」に寄与できるよう

各種事業に取り組んでいく所存でありますので、 

会員の皆様の変わらぬご理解とご協力をよろしく

お願いいたします。 
 
       ＮＰＯ防災千葉 理事長 増岡 洋一 
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■ ＜防災関係建設技術研修会について＞ 
令和４年１月に開催を予定していましたが、新型コロナウイルス感染症の急激な拡大状況に鑑み、

関係機関との協議の結果、中止することといたし 

ました。当日の講師の皆様と講演の概要を紹介いた

します。 
  
（１）一宮川水系流域治水について 

河川整備課 課長 松宮正紀 様 

 

・令和元年１０月２５日の大雨による浸水被害 

・一宮川流域浸水対策特別緊急事業 

・一宮川水系流域治水プロジェクト 
 

 
 
（２）県管理道路の長寿命化について 

道路環境課 副課長 中山康士 様 

  

・道路管理を取り巻く状況 

・「道路法等の一部を改正する法律」の改正 

・道路メンテナンス会議 

・県管理道路施設の点検と修繕状況 

・長寿命化修繕計画 
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（３）土砂災害防止に向けた取組について 

河川環境課土砂災害対策室 室長 丸山正樹 様 

 

・令和元年の土砂災害 

・土砂災害警戒区域等の指定に向けた取組 

・新たな危険箇所の選定と公表 

・基礎調査予定箇所に係る住民への周知事例等 

・令和元年の災害関連緊急事業の紹介 

 

 

 

■ ＜語り継ぐ災害「地震津波災」九十九里外房地域＞ 

九十九里外房地域は過去に元禄地震や関東大震災など大きな地震津波災害を受けてきた地域です。 
そこでこれまでの地震津波災害、東日本大震災で津波にあわれた方の体験談、そして強い地震の  

揺れがあったらどのように対応するかについて、子供たちにわかりやすく説明し伝えることにより 

防災対策への関心を育み手助けできるよう、主に小学校高学年生を対象に出前授業を平成 25 年度  

から実施しています。 
令和３年度は、東日本大震災で津波の被害を受けた旭市内の小学校３校で、新型コロナウイルスの

緊急事態宣言が明けた 11 月に市役所、教育委員会の協力を得て事前調整を行い感染防止対策に配慮 

しながら、出前授業『語り継ぐ災害「地震津波災害」』を実施いたしました。 
 
〇参加者 
・ 5 日 旭市立三川小学校 参加児童 5~6 年生 62 名  
・11 日 旭市立富浦小学校 参加児童 4~6 年生 85 名  
・30 日 旭市立矢指小学校 参加児童 5~6 年生 41 名  
〇内容  

第１部：（ＮＰＯ講師） 
・地震や津波はどの様にして起こるか 
・津波の特徴 
（高波と津波の違い、波長・速度・破壊力等） 

・これまでの地震津波災害について 
第２部：（災害伝承語り部） 

・旭市下永井地区で津波に巻き込まれた方の体験談 
第３部：（ＮＰＯ講師） 

・地震が起きたらどうするか 
第４部：（旭市防災担当者）  
・市の津波に対する防災対策について  
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被災者の体験談 

R3.11.11 旭市立富浦小学校 



■ ＜災害復旧及び災害防止事業功労者表彰について＞ 
災害復旧及び災害防止事業功労者として、公益社団法人 全国防災協会から令和２年度に前 長生     

土木事務所長の米良信雄様が、令和３年度に香取土木事務所長の山口浩様と長生土木事務所長の  

橋本大義様が表彰されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

■ ＜土砂災害危険箇所点検への参加＞ 
土砂災害防止月間（６月）の事業として行われる土砂災害 

危険箇所点検（通称 がけ点検）に、当 NPO でも積極的に  

取り組んでいます。その詳細は以下の表のとおりです。 
 
令和３年度（実施期間 令和３年６月１４日～７月２８日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

■ ＜あるくパトロールへの参加＞ 

「道路を守る月間」（８月）の事業として、毎年土木 

事務所が行っている「あるくパトロール」に、令和３  

年度は１２土木事務所管内で参加しました。（令和４年

１月末現在） 

ＮＰＯ防災千葉からの参加は新型コロナウイルス

感染症の影響で中止した土木事務所があり、例年よりやや少ない延３７名でした。 

■ ＜防災訓練への参加＞ 
令和３年１１月５日に実施された千葉県県土整備部震災対応訓練に当ＮＰＯからすべての土木  

事務所管内で合わせて５１名が参加しました。新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、  

訓練は携帯メール等による情報伝達訓を中心に行なわれました。 

近年の実施状況（参加延人員） 
平成２８年度・・５８名（１３土木事務） 

平成２９年度・・６３名（１４土木事務） 

平成３０年度・・５２名（１４土木事務） 

令和 元年度・・５４名（１４土木事務） 

令和 ２年度・・４０名（１３土木事務） 

近年の実施状況（点検箇所数） 
 平成２８年度・・・８９２箇所 

 平成２９年度・・・８７６箇所 

 平成３０年度・・・８３２箇所 

 令和 元年度・・・８４１箇所 

令和 ２年度・・・８７１箇所 
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米良信雄 様 山口 浩 様 橋本大義 様 

土木事務所名 実施日数
点検

箇所数
ＮＰＯの
参加者数

　土木事務所名 実施日数
点検

箇所数
ＮＰＯの
参加者数

千葉土木事務所 4 22 3 　海匝土木事務所 2 23 3

葛南土木事務所 2 62 3 　山武土木事務所 2 12 4

東葛飾土木事務所 4 52 4 　長生土木事務所 1 92 6

柏土木事務所 2 26 4 　夷隅土木事務所 7 79 7

印旛土木事務所 6 110 12 　安房土木事務所 5 119 8

成田土木事務所 3 48 6 　君津土木事務所 3 54 11

香取土木事務所 1 40 5 　市原土木事務所 1 87 8

銚子土木事務所 2 20 4 計 846 88


